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学年：３年 単元名：17．かけ算の筆算（２）

       －かけ算の筆算を考えよう

１．単元目標：（全 10 時間）

○2 位数や 3 位数に 2 位数をかける乗法の筆算について理解し、確実に計算することや成り立

つ性質について理解することができるようにするとともに、数学的表現を適切に活用して、乗

法の成り立つ性質を活用したり、計算を確かめたりするとともに、計算した過程を振り返り、

学習に生かそうとしている。

考判表・単位の考え方を活用してかけ算の筆算を考える。

   ・十進位取り記数法の考えを深める。

知・技・2～3 位数×2 位数の乗法の筆算の手順を基にして、計算が確実にできる。

   ・2～3 位数×2 位数の乗法の筆算の仕方について理解する。

２．指導内容

・

３．指導のポイント

○単位の考え方の活用。

○何十をかける計算

・３０倍するには、３倍して１０倍すればよいことを見つけさせたい。そこから３００倍、

  ３０００倍についても考えられる子どもを育てたい。

○(２桁)×(２桁)の計算  (3 桁)×(２桁)の計算

・十の位と一の位を別々に計算すればよいことを見つけさせたい。

そこから×(３桁)、×(４桁)についても考えられる子どもを育てたい。

・書き方については、理屈付きで教える。

○かけ算の筆算の仕方は、徹底指導し、習熟をはかる｡

  ・かけ算の筆算の仕方は、理屈付きで理解させることが必要。

  ・かけ算の筆算の仕方を子どもたちの手で説明できるようにさせたい。

○桁数が増えても原理に従って計算できる子どもを育てたい。

○かけ算の暗算

・位は別々に上の位から計算。

・計算の工夫も考えさせる。25×2＝50  25×4＝100

４．指導にあたって

①子どもたちにどんな見方や考え方を獲得させたいか。

②それを通してどんな子どもに育てたいか。
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５．学習展開

第１時

学習のめあて（作業・知る・考える）

○1 けた×何十のかけ算の仕方を考えよう。（P64/65/66）

教師の発問と活動・子どもの発言と活動 知識・理解・資料・評価・留意点 他

１．問題把握

T:今日から２けたをかけるかけ算の筆算の勉強をします。意味と

やり方をしっかり勉強しましょう。

5 人がけの長いすが 30 こあります。全部で何人すわれますか。

T:式は？→C:5×30

T:5×30 がいくらになるか、答えの出し方を考えよう。

絵や図や言葉で説明しよう。

・演算決定は、動作化。

・アルゴリズムの説明をす

るのではないことをしっ

かりおさえる。

・WB

２．自力解決・学びあい

※情景図・線分図・ことば

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤  ・５×3×10

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤  ・５×10＋５×10＋５×10

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤  ・5×5＋5×5＋5×5＝75

             75＋75

T:では、発表してもらいます。→C:説明

T:いろいろな説明ができました。みんな 150 になります。

この中で、計算しやすいやり方は、どれでしょう。

C:５×３×10

T:そうですね。10 倍して 3 倍するより、３倍して 10 倍する方

がまちがいが少ないと思います。なぜなら、10 倍は、0 を 1

つつければいいわけですからね。

では、まとめます。

・出てきた解答はすべて認

める。

３．まとめ・ふりかえり

「何十のかけ算は、あとから 10 倍すると 1 けたのかけ算と同じ

ように計算ができる。」

T:では、5×300 は、どうすればいいでしょう。

C:5×3 をして 0 を 2 つつければいい。

T:そうですね。これで、何千、何万のかけ算もできそうですね。

・アルゴリズム

・個別指導
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第２時

学習のめあて（作業・知る・考える）

○2 けた×何十のかけ算の仕方を考えよう。（P66/67）

教師の発問と活動・子どもの発言と活動 知識・理解・資料・評価・留意点 他

１．問題把握

12×3 と 12×30 の式を比べよう。

T:12×3 はいくらですか。➝C:36

T:では、12×30 は、いくらになりますか。

絵や図や言葉で説明しましょう。

２．自力解決・学びあい

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫  縦の並びをみて立式する。

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫  12×3＝36  36×10＝360

T:では、発表してもらいます。→C:説明

T:12×3＝36 12×30＝360 です。このことからどんなことが

言えますか。

C:かける数が 10 倍になると答えも 10 倍になる。

・前時で同じことをやって

いるので、指名する。

３．まとめ・ふりかえり

T:かけられる数も同じことが言えます。

かける数やかけられる数が、10 倍になると答えも 10 倍になる。

計算の仕方は、

0 を省いて計算して後から 0 をつける。

T:P67①②をして、持ってきましょう。 ・個別指導
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第 3 時

学習のめあて（作業・知る・考える）

○２けた×２けたのかけ算の意味を考えよう。（P67/68）

教師の発問と活動・子どもの発言と活動 知識・理解・資料・評価・留意点 他

１．問題把握

T:今日は筆算を考えます。

１まい 12 円工作用紙 23 まいの代金はいくらですか？

T:式は？→C:12×23

T:そうですね。では、12×23 がいくらになるか、答えの出し方

を考えよう。絵や図や言葉で説明しよう。

・アルゴリズムの説明をする

のではないことをしっか

りおさえる。

・演算決定は、動作化。

２．自力解決・学びあい

※12×20 と 12×3 と別々に計算して、その和を求めるやりか

たが、説明できればよい。できたら、式だけでなく言葉や図で

説明させた。

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫ ⑫⑫⑫

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫

T:では、発表してもらいます。→C:説明

T:いろいろな説明ができました。全体を見ましょう。

共通している考え方は、何でしょう。

C:20 と 3 に分けて計算している。

T:そうですね。2 けたをかけるときは、十の位と一の位を別々に

考えればいいのですね。

T:では、12×234 はどうしますか。

C:百の位と十の位と一の位に分けて計算すればよい。

T:では、やってみましょう。

T:できましたね。ではまとめます。

・WB

・全員かけなくてもよい。

かけた子どもが説明する。

・説明

・指名

３．まとめ・ふりかえり

「2 けたをかけるときは、十の位と一の位を別々に考えて計算すればいい。」

T:計算の仕方は、次の時間に説明します。

※図が出ない場合は、

12×20

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫ 12×2＝24 24×10＝240

ここから 12×23 は、どう絵に表せばいいか考えさせる。

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫

12×2＝24  24×10＝240

⑫⑫⑫  12×3＝36    240＋36＝276

※筆算形式は、「書く場所」を指定することである。
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第 4 時

学習のめあて（作業・知る・考える）

○２けた×２けたのかけ算の仕方を知ろう。（P68/69）

○アルゴリズムを理屈付きでしっかりと教える。

12×23  （わけ）  12     （アルゴリズム）  １ ２

            ×23    

             36←12×3          × ２ ３

           240←12×20           ３ ６

        276←和                ２ ４   ←「０」は、かかない

  ※かけ算の結果は、かける数の下から書き始める。   ２ ７ ６

○23×13  58×46 一斉指導

○P69①②③

※繰り上がりの数は、小さく書いて次の計算をした結果を小さく書いた数字に重ねてかく。

第 5・6・7・8 時

学習のめあて（作業・知る・考える）

○2 けた×2 けた 3 けた×2 けた の計算に慣れよう。（P70/71）

○86×30 3×46 587×34 703×25 一斉指導

・機械的な方法と簡便な方法を示して、子どもたちに選択させるようにする。

   86×30  3×46

    ５８７

  × ３４

   ２３４８ ここの「４」をかくとき、繰り上がった「２」を小さく書いて「４」をその上に

１７６１   重ねてかくと、たすときに間違わない。

○P70/71 の問題・計算ドリル・練習問題

第 9 時

学習のめあて（作業・知る・考える）

○工夫してかけ算の暗算を考えよう。（P72）

WS①②を使って説明する。

1．十の位・一の位を別々に計算する方法

・23×3 について説明する。

・WS①

2．25×4＝100 を使う方法

・使い方（25×8）を示して、

・WS②

※暗算は、「大きい位から計算する」というようにアルゴリズムをはっきりさせておいた方がよい。

第 10 時

学習のめあて（作業・知る・考える）（P73/74）

○たしかめよう    ○算数の目


